
２０１１年度 教育目標：自ら学ぶ，豊かな人間性とじょうぶなからだをもった子ども

Ｈ２３．１２．２１（水） 第２６号 文責 校長 安藤 勇司

第２学期の学習（81日）も今日が最終日でした。8月 1日（月）に赴任してきて，結構緊張する日々

が続き職場･行政機関に慣れるまで，子ども達･保護者の皆様･地域に慣れるまで 1 ヶ月以上かかりま

した。8月 25 日，始業式で子ども達との出会い。高学年の子ども達が素直で頼もしいと感じたのが，

私の印象でした。その印象どおり，誰と話をしても素直だなぁと感心しますし，学校の活動をリード

して上級生の責任を果たす姿にはやはり頼もしさを感じます。これは学校だけでも家庭だけでも身に

付くものではありません。双方で連携して地域が応援して取り組むことによって培われてきた姿であ

ると思います。皆様のご協力ご支援に，改めて感謝申し上げます。

また「桔槹」に掲載 12 月の応募には，810 句寄せられたそうです。

○６年，小竹優香さん 「秋風が私の背中とおってく」 （評）秋風が吹いて背中のあたりが寒かったの

でしょう。ただ，寒いと言うのではなく，「背中をとおっていく」と言って寒さを表しているとこ

ろに惹かれました。

○１年，佐藤 一希 「いちょうのはひらひらおちてるひろおうよ」

○３年，佐浦 将 「たけのぼうパチパチはねるたき火の中」

○４年，橋本 南 「かめむしがさむいといってずぼんの中」

○４年，佐久間壱成 「しもばしらザクザクとなく田んぼ道」

○５年，根本 悠司 「ひがん花くれないの色あざやかに」

○５年，渡邉 優翔 「帰り道つるべ落としにいそぎ足」

須賀川市文化祭 短歌 俳句の部

○短歌〈特選〉５年，和田桃花 「あめあがりサッシのまどにあまがえる白いはらだしへばりついてる」

○俳句〈佳作〉１年，佐藤優斗 「あんちゃんとけんかばかりのなつやすみ」

募金へのご協力有り難うございました。 過日お知らせしましたユネスコ募金ですが，全校で 7006 円の

寄付が集まりました。後日，児童会で協会のほうに届ける予定でいます。ありがとうございました。

学校評議員会開催 学校評議員とは・・・開かれた学校を目指し，地域の代表者の方や教育に対する識見

の高い方に校長が学校の様子を説明し，よりよい学校運営のために意見をも

らう制度です。

12 月 14 日に，5名の学校評議員のうち 3名の方にお出でいただき，説明後

に意見をいただきました。保護者の皆様へのアンケートの中に，「中学校へ進

学してからの学力や運動能力が心配である」や「少人数のため子ども達の競

争心の低下が心配である。」という意見がありましたが，その意見に対して学

校評議員の方からは「西袋中学校の１年生が大変素晴らしいとの話を中学校

の先生から聞いている。学力・人間性ともに西袋第二小学校の子ども達がが

んばっている。とても良いことだと思う。」という言葉をもらいました。

もうすぐ２０１２ 巨大地震･津波･原発事故･豪雨と，2011 年は忘れられない

年となりました。特に地震と放射能では，誰もが少なからず被害を被ってし

まいました。明るいニュースの少ない年でしたが，来年は今年の分まで良いことが多くあるように祈って

います。皆様よいお年をお迎えください。


